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はじめに

　平成21年度は海外留学室において大きな変化を迎え

た年であった。まず，平成16年６月より海外留学室の

担当であった堀江未来准教授が３月をもって退職し，

４月１日より岩城に交代した。また，それまで非常勤

スタッフとして週１回のみ海外留学室勤務であった柴

垣に変わって（柴垣は引き続き留学生センターにて勤

務中）常勤のプログラムマネージャーが配置されるこ

とが決定し，９月に熊坂が着任した。大きく変化した

体制の中，新人の岩城・熊坂によって，堀江准教授の築

いてきた海外留学室を基に，新たな取り組みも取り入

れ，名古屋大学における派遣留学の更なる発展を目指

していきたいと考える。以下に，海外留学室における

平成21年度の活動を「情報提供」，「個人相談」，「派遣

学生に対する支援」，「授業を通しての取り組み」，「海

外留学に関する情報収集」，「新たな取り組みと活動」，

の６つのセクションに分けて紹介し，最後に来年度に

向けての課題を提示したい。

１．情報提供

　海外留学室における情報提供活動は主に，１）テー

マ別の説明会及び各種セミナー，２）ホームページへ

の情報掲載，そして３）閲覧可能な図書資料の拡充を

通して行っている。また，昨年度まで使用していた

海外留学室のリーフレットもより充実した内容にリ

ニューアルし，ポスターも作成した（資料２参照）。

〈セミナー・説明会〉

　昨年度同様，学期中は留学を考え始めた学生を対象

とした「海外留学入門セミナー」を毎週水曜日に開催

し，その他も様々な情報提供セミナー及び説明会を

行った。以下は今年度に行われたものである。対象は

記述が無い限り学内の全学生及び職員である。

◆新入生学生生活ガイダンス

日　時：４月８日　9:36-9:44／14:06-14:14

場　所：豊田講堂

対　象：新入生全員

内　容：名古屋大学における留学と国際交流について

◆国際ボランティアプログラム説明会

日　時：４月８日　12:10-13:00

場　所：留学生センター201号室

講　師：CIEE 星川氏

参加者：約20名

内　容：�CIEE 主催国際ボランティアプログラムの 

紹介

◆留学説明会（工学部・工学研究科）

日　時：４月24日　17:00-18:30

場　所：IB 電子情報館012教室

参加者：約30名

内　容：�名古屋大学における交換留学の説明，留学準

備について

◆ TOEFL 説明会

日　時：５月13日　16:30-18:00

場　所：CALE フォーラム

講　師：CIEE 星川氏

参加者：約30名

内　容：TOEFL テストについての概要説明

◆危機管理セミナー

日　時：６月４日　13:30-15:00

場　所：CALE フォーラム

対　象：学内，学外教職員

講　師：日本エマージェンシーアシスタンス河合氏

参加者：約20名

内　容：海外渡航者に対する危機管理について

海外留学室
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◆交換留学（全学間協定）応募説明会

日　時：８月６日　10:30-12:00

場　所：留学生センター201号室

参加者：約40名

内　容：全学間協定交換留学についての応募説明

◆ TOEFL-iBT スキルアップセミナー in 名古屋

日　時：７月22日　16:30-18:30

場　所：CALE フォーラム

講　師：川手ミヤジェイェフスカ恩氏

参加者：30名

内　容：TOEFL-iBT の攻略セミナー

◆春季モナシュ大学短期英語研修説明会

日　時：10月14日　12:10-13:00

場　所：留学生センター201号室

参加者：約20名

内　容：�オーストラリア・モナシュ大学で行われる英

語研修の紹介

◆名古屋大学留学フェア

日　時：10月７日　16:30-18:00

場　所：留学生センター１階ラウンジ

参加者：約50名

内　容：�留学経験者による留学先での経験及び大学紹介

◆海外大学院への進学&就職相談

日　時：12月22日　12:15-12:45

場　所：留学生センター206号室

参加者：約15名

内　容：現在留学中の元名大生による発表と相談会

◆留学よろず相談DAYS

日　時：１月13，14日　11:00-16:00

場　所：留学生センター１階ラウンジ

参加者：約10名

内　容：「留学のとびら」による留学相談会

◆海外留学シンポジウム

日　時：３月18日　13:00-16:30

場　所：�文系総合館７階カンファレンスホール

スピーカー：大倉有麻，神谷哲央，河野海斗

パネリスト：名古屋大学副学長　渡辺芳人

参加者：約50名

内　容：�名大卒業生と現役名大生による海外留学・進

学の紹介

◆ワークショップ「海外で働くということ」

日　時：３月19日　10:00-12:00

場　所：�文系総合館 ７階カンファレンスホール

スピーカー：鈴木善文

参加者：約30名

内　容：海外における勤務についての紹介

◆海外留学入門セミナー

日　時：学期中の毎週水曜日　12:15-12:45

場　所：留学生センター201号室

参加者：98人

内　容：�名大で利用できる留学プログラムとその制度

の紹介

〈ホームページ〉

　前年度までは週１回程度の更新であった海外留学室

のホームページは，９月にプログラムマネージャーの

熊坂が着任して以降，頻繁に更新を行うことが可能に

なった。各大学や機関より送られてくる新しい情報の

敏速な掲載はもちろん，情報を探している学生や職員

がより利用しやすいよう，階層の変更やリンクの更新

など，さまざまな改定を試みた。また，ホームページ

の利用を促すため，各説明会にてサイトの紹介を行った。

〈留学関連資料整備〉

　海外留学室の閲覧資料で一番需要があるものは，

TOEFL-iBT 関連の図書である。TOEFL の点数が足

りずに留学を諦めたり，スコアが思ったように伸びず

悩んでいたりする学生がとても多く，何とか海外留学

室でも力になれるよう，今年度も図書の整理及び図書

の買い足しを行い，図書の充実につとめた。英国，オー

ストラリア（米国でも可）にて幅広く使用されている

IELTS の需要も伸びており，IELTS 関連の本も増やし

た。また，英文での履歴書の書き方の方法や，海外大

学院を目指す学生からも情報提供の希望が多々あるの

で，GRE 関連の本など引き続き，学生の需要に答える

ことができるよう，図書の充実を目指したい。
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２．個人相談

　学期中は週２日，計８時間の相談時間を設け，予約

無しでの個人相談に対応した。相談時間以外に予約を

して面談に訪れる学生も非常に多く，今年度は計270

件の相談があった。また，メールによる相談も多数あ

る。昨年度から大きく変わった点として，昨年度まで

は１名で対応してきた相談を，今年度９月より２名で

対応できるようになった点である。留学を考え始めた

ばかりの学生に対する海外留学入門セミナーを熊坂が

担当し，留学決定者の対応及び具体的なアドバイスを

求める学生は岩城が担当する体制をとっている（表３）。

　学生１人当たりの相談回数はほとんどの場合複数に

及び，５回以上にわたる場合も少なくない。相談内容

は，大きくわけて，１）留学全般について，２）交換

留学への出願準備について，３）海外大学院への進学

について，４）語学力（英語）について，である。ま

ず，留学全般の相談の場合，留学自体について考えが

まとまっていない学生が大半で，どのようなオプショ

ンがあるか，を説明することからはじまる。交換留学

を考えている学生からの相談は，語学力（英語）を伸

ばすための勉強方法，希望大学の相談，帰国後の就職

活動について，などが多くを占める。さらに，単純に，

語学力を伸ばしたいといった理由で海外留学室を訪ね

る学生も少なくない。相談にきた学生は，名大生とし

て利用できる様々な留学制度（奨学金、協定校との授

業料不徴収制度など）を知らないことが多い。交換留

学について認知している学生もあまりおらず，全学へ

の周知の難しさを感じた。今後，どのように効率良く

認知度を高めるかも課題である。

３．派遣留学生に対する支援

　今年度，海外留学室が紹介する様々なプログラムで

留学する学生に対し，それぞれ以下のような教育支援

活動をおこなった。

〈全学間協定に基づく交換留学〉

平成21年度派遣について

　全学間協定に基づく交換留学によって平成21年度に

派遣の学生に対し，出願から出発までの支援と指導を

行った（４月以前は堀江准教授による指導，４月以降

は岩城）。派遣学生の一覧は表４（左半分）の通りで

ある。これら全29名の学生は昨年度堀江准教授によっ

て行われた学内選考の結果選ばれたもので，受入れ校

からの許可書を取得後，派遣学生として正式に認定さ

れた。しかし，ウォリック大学に留学を許可された学

生のビザが下りず，留学断念を余儀なくされたケース

があった。海外留学室が立ち上がって以降，学生のビ

ザが下りなかったことはこれまで一度もなく，海外留

学室にとっても，申請した学生にとってもとても残念

な結果になった。その後，訪問先の米国にて，同じよ

うにイギリスへのビザが下りなかった米国人学生がい

た，と話をきいた。数多くの学生が，イギリスのビザ

申請制度の変更で，渡英できなかったようである。な

お，キョンヒ大学，ガジャマダ大学，ケムニッツ工科

大学，フリンダーズ大学への全学間協定に基づく交換

留学は今回がはじめての派遣となった。JASSO によ

る短期留学推進制度奨学金を受給した学生が５名，更

にグローバル30枠の奨学金が５名，補正予算の追加枠

が５名の，計15名が奨学金を受給した。学生への手続

きや連絡は，国際部国際学生交流課と連携して対応し

た。

平成22年度派遣について

　平成22年度派遣分の交換留学生（全学間協定に基づ

くもの）については，８月６日の説明会をもって応募

開始とした。今回募集した受入れ協定校は資料１の通

りである。10月23日をもって学内応募を締切りにした

ところ，63件（32名）の応募があった。そのうち，３

名は語学力不足（TOEFL 点数不足）の理由で書類選考

にて不合格とした。また，１名は日本学術振興の研究

員に採択されたので面接を辞退，さらに１名も面接を

辞退した。11月10日から13日にて交換留学実施委員会

で構成される選考部会において個別面接をおこない，

その結果，27名の交換留学候補者を選出した。その後，

１名の辞退者が出たので，26名が第一次募集の候補生

となった。その後，更に枠が空いている協定校につい

て二次募集を行ったところ，５名の応募があり，審査

の結果３名が候補生として選出された（内１名は一次

募集にて条件付き合格済み）。結果，28名の学生が候補

生となった。その後も，学業面に伴う理由から辞退者

が出たため，実際に渡航する交換留学生は22名になっ

た。交換留学候補生全22名の所属部局，学年（応募

時），及び性別は，表４（右半分）の通りである。ま

た，候補者決定通知の後，留学準備期間の過ごし方に
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ついてのオリエンテーションをおこなった。このオリ

エンテーションでは，早い段階から留学生としての自

覚を促し，自立心をもって準備に取り組ませることを

目的としている。また，留学先は異なれども，留学同

期生と出会い，ネットワークを構築させ，情報交換を

促進させることも目指している。

〈名古屋大学長期留学支援プログラム〉

　「名古屋大学長期留学支援プログラム」に基づき，下

記の学生を派遣中である。

・カナダ・トロント大学工学専攻博士課程

・ベルギー・リュージュ大学社会学専攻博士課程

・スタンフォード大学工学専攻修士課程

・マレーシア・マレーシア国民大学教育学部

今年度も，２名の学生より応募があったが，１名は期

間が合わずに書類提出後辞退，また，１名も書類選考

は通過したが，別の奨学金の採択が決まったため，辞

退した。

〈ノースカロライナ州立大学夏期英語研修〉

　７月初旬から５週間にわたって行われる夏期英語研

修であり，５名分の授業料全額（または10名分の授業

料半額）が同大学 Japan Center によって提供されてい

る。今年度は４名の申し込みがあったが，１名は仕事

との関係で辞退，１名はビザ申請が間に合わず辞退し

た。結果，２名が参加した。参加した学生の所属部局

は以下の通りである。

（参加学生：教育学部２年，農学部４年）

〈高麗大学 International Summer Campus〉

　２年前から学生派遣がはじまった高麗大学 Inter

national Summer Campus へ，今年度も１名派遣した。

６月下旬からの５週間のプログラムであり，韓国語研

修およびさまざまな科目が英語で開催される。名大か

らの参加は，１名あたり交換留学生1/3としてカウン

トされ，授業料が免除される仕組みになっている。学

内募集の結果，２名の申し込みがあったが，１名辞退

したため，面接をした上でその学生を推薦し，入学許

可を得た。（参加学生：経済学部４年）

〈慶熙大学夏期短期プログラム〉

　７月の１ヶ月間，慶熙大学より提供されるコース

は，名大生への得点として，１名の学生のみ，寮費，

授業料が免除された。学内募集の結果，１名の申し込

みがあり，学生の面接を経て，推薦をし，入学許可を

得た。（参加学生：教育学部４年）

〈梨花女子大学サマースクール〉

　梨花女子大学でのサマースクールは，セッション１

とセッション２にわけられており，多様な文化関連の

講義・体験・各施設訪問・韓国語クラスを通じ，韓国

に関する理解が高めることが目的である。協定校であ

る名大生は，登録料と受講料が免除され，１名あたり

交換留学生1/3としてカウントさる。今年度は，梨花女

子大学に留学中の学生１名が参加した。

（参加学生：法学部４年）

〈モナシュ春期語学研修〉

　今年で２年目の紹介となるモナシュ大学での春期語

学研修には６名が参加となった。前年度に参加した学

生がこのプログラムの広報に力を入れ，参加説明会に

は多くの学生が参加し，募集締め切り後も参加希望の

声があった。現地では天候に恵まれない日も多かった

ようだが，学生は思い思いにオーストラリアでの生活

を楽しみ，また他大学の学生から良い刺激を受け，そ

の後も国際交流活動に積極的に参加する学生も見られ

る。

４．授業を通しての取り組み

　岩城は共通教育言語文化科目としてこれまで「英

語セミナー」を担当してきたが，今年度は名称を変

え，「特別英語セミナー」を開講した。この授業は，

TOEFL-iBT 対策に焦点を当てたもので，留学を目指

す学生が主な対象である。受講するためには申請時に

TOEFL-ITP 527以上，TOEIC 663以上，英検準一級

等，条件を満たしていなければならない。特に英語圏

の留学を目指す学生にとって TOEFL などの語学試験

は避けて通ることのできないので，留学準備の一部と

して学生に積極的に活用してもらいたい。ただ，点数

制限を設けているため，受講に必要な点数に届いてい

ない学生は講義を受けることができない。一から学生

を指導して行く何らかの講義も今後必要になってくる

だろう。
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５．海外留学に関する情報収集

　海外留学に関する情報収集活動としては，海外の協

定校から名古屋大学への来訪者との会合，海外の大学

（協定校を含む）を来訪した件として，以下のとおりま

とめる。APAIE，NAFSA など高等教育関係者の集ま

る会合にも出席し，名古屋大学の協定校関係者と会う

機会を設け，交換留学に関する協議も行った。

・4/15-17	 APAIE 年次総会出席

・5/24-28	 NAFSA 年次総会出席

・6/1	 シドニー大学来訪

・6/22	 ノースカロライナ州立大学来訪

・10/7	 チュラロンコン大学来訪

・11/9	 フライブルグ大学来訪

・12/13-16	� 韓国訪問（慶熙大学，ヨンセ大学，梨花

女子大学）

・1/24-30	� シンガポール，香港訪問（ナンヤン工科

大学，香港科技大学，香港大学， 香港中

文大学）

・2/20-3/7	� ヨーロッパ訪問（コペンハーゲン大学，

ルンド大学，ウプサラ大学，ワルシャワ

大学，ワルシャワ工科大学，ジュネーブ

大学，ボローニャ大学，バルセロナ大学）

・2/22-28	� 米国訪問（カリフォルニア大学ロサンゼ

ルス校，サンタバーバラ校）

６．新たな取り組みと活動

〈留学のとびら〉

　これまでの名古屋大学では，留学経験者が留学希望

者に体験を還元する主な形は，帰国報告書を通して行

われてきた。真剣に留学を考えている学生，留学が決

定している学生には，海外留学室を通して直接留学経

験者を紹介する機会も設けられてきたが，話を聞いて

みたい，少し興味がある，といった学生には敷居が高

く，手軽に留学経験者から情報を得る機会があまり設

けられてこなかった。帰国した交換留学生や，留学プ

ログラムに参加した学生が，「自分たちの経験を後輩

に伝え，留学推進に繋げて行こう」，また「自分たちも

留学前に先輩の声を聞きたかった」，との経験から，平

成21年の夏，名古屋大学での留学プログラムを経験し

た学生の有志団体「留学のとびら」が結成された。結

成直後から積極的に活動してており，海外留学フェア

や留学よろず相談会を主催し，海外留学シンポジウム

にもスタッフとして参加するなど，短期間でさまざま

なイベントを行ってきた。これら，団体の活動をとお

して留学に興味を持った学生も大勢おり，今後も，留

学経験者から次の留学経験者へと受け継いでいく形に

していきたい。

〈海外留学フェア〉

　「留学のとびら」スタッフが中心となり，彼らの留学

経験をもとに名大留学を紹介する「留学フェア」が10月

に催された。初の試みにも関わらず，約20名の学生が

スタッフとして，国ごと・大学ごとのブースに分かれ，

来場者の質問に応じた。来場者は50名を超え，台風が

襲来した日であったにもかかわらず，予定時間もオー

バーして対応するほどの熱気であった。予想を上回る

来場者があったため，スタッフと話しができるまで待

たざるを得ない学生も多く見られたなどの面もあった

が，これらの問題は「留学のとびら」の更なる発展の

ための学びとなったことであろう。また，来場者の多

くがその後個別相談で海外留学室を訪れたり，留学プ

ログラムに申し込みをしていることは興味深い。

〈海外留学シンポジウム〉

　３月18日・19日に，海外留学・進学シンポジウムを開

催した。18日は名古屋大学を卒業し，現在海外に進学

している学生２名と，交換留学を経験した現役名大生

１名をスピーカーとして迎え，それぞれに留学のきっ

かけや現地での生活の様子などを語ってもらった。19

日のテーマは「海外で働くこと」で，同じく名古屋大

学を卒業しアメリカに進学・卒業後，アメリカで勤務

している元名大生を招へいし，海外で働くということ

がどういうことなのかについて紹介してもらった。春

休み中の開催にも関わらず，50名程が来場し，真剣に

話を聞く様子が印象的であった。18日の第二部では，

渡辺芳人副学長にもパネリストとして参加いただき，

様々な角度から留学の意義を紹介できた。19日は，ま

だ就学経験のない学生に，そもそも社会人として働く

ということはどういうことなのかという普遍的な部分

に加え，アメリカならでは，の生活の様子や勤務スタ

イル，就職活動の様子も紹介でき，未知の世界と彼ら

自身の学生生活の間に，何か少しでも接点を感じても

らえたら幸いである。
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おわりに：今年度の総括と来年度への課題

　新しい体制で始まった海外留学室にて、手探り状態

ではあったが、さまざまな取り組みを試みることがで

きた年になった。まず、留学経験者による「留学のと

びら」が立ち上がったことが大きな成果と言える。海

外留学室にて留学相談をおこなうことも大切だが、学

生にとっては、留学経験者から直接話を聞く事がより

留学への近道であり、より具体的に、自分に置き換え

て考える事ができる。「留学のとびら」の活動は、留学

経験者から次の留学経験者へ受け継いでいけるものな

ので、今後も継続に向けて海外留学室としてもサポー

トをしていきたい。「留学のとびら」と海外留学室に

よって主催した「留学フェア」には50名を超す学生が

参加し、最近の学生は留学に興味がなく、内向的であ

る、といった声を良い意味で裏切る結果となった。ま

た、海外留学中の学生と交換留学生経験者による「海

外留学シンポジウム」では、副学長がパネリストとし

て参加したこともあり、大きな注目を集めた。来年以

降も工夫しながら、より良いイベントを計画していき

たい。

　１年間海外留学室で勤務し、感じた来年度への課題

は、１）部局との連携、２）帰国留学生同士の交流、

３）海外留学室の周知、の３点になる。まず、海外留

学室からの発信だけでは制限があり、各部局と連携を

はかって海外留学を推進して行かなければならない。

現在、工学部・工学研究科のみ個別の留学説明会を開

催しているが、これを、他部局に拡げて行くことが課

題になる。次に、帰国留学生の交流である。「留学の

とびら」は限られた留学経験者によって成り立ってお

り、帰国留学生が全員参加しているわけではない。し

かし、帰国した学生と話をしてみると、大勢の留学経

験者は、帰国後、自分の経験等を共有する機会があま

り無く、自分の経験を語る場をほしがっている事も見

えた。そのため、今後は留学を経験した学生が集まれ

るコミュニティの設立を目指したい。最後に、部局と

の連携に通ずるものだが、更なる海外留学室の周知を

行うことが課題となる。
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〈表１〉平成21年度　セミナー・説明会・オリエンテーション等開催記録

月日 時　間 テーマ 場　所 対象者 参加者数 備　考
１ 毎週水曜 12:15-12:45 海外留学入門セミナー 留セ201教室 全学の希望者 98名 学期中のみ開催（全19回）

２ ４月８日 午前・午後 学生生活ガイダンス 豊田講堂 全新入生 約2000
名

海外留学についての紹介，午
前と午後の２回

３ ４月８日 12:15-12:45 CIEE国際ボランティ
ア説明会 留セ201教室 全学の希望者 約10名 講師：星川氏

４ ４月24日 17:00-18:30 留学説明会
（工学研究科） IB 館 工学研究科の希

望者 約30名
留学の意義と準備段階を充
実させるためのヒント，留学
機会の説明等

５ ５月13日 16:30-18:00 TOEFL 説明会 CALE フォーラム 全学の希望者 約30名 講師：CIEE 星川氏

６ ６月４日 13:00-16:00 危機管理セミナー CALE フォーラム 全学希望者
（外部含む） 20名 講師：�日本エマージェンシー

アシスタンス

７ ７月15日 16:30-18:00 海外留学出発前オリ
エンテーション CALE フォーラム 交換留学決定者 29名 異文化適応，ストレスマネジ

メント，危機管理等

８ ７月22日 16:30-18:30 TOEFL-iBT ス キ ル
アップセミナー CALE フォーラム 全学の希望者 30名 講師：�川手ミヤジェイエフスカ

恩氏

９ ８月６日 10:30-12:00 平成21年度交換留学
説明会 留セ207教室 全学の希望者 約40名 全学協定交換留学について

10 10月７日 16:30-18:00 留学フェア 留セ１階ロビー 全学の希望者 約50名 学生有志団体「留学のとび
ら」主催

11 10月14日 12:10-13:00 春期モナシュ大学短
期英語研修説明会 留セ201教室 全学の希望者 22名 講師：�モナシュ大学　櫻木氏

12 12月10日 16:30-17:45 交換留学合格者準備
オリエンテーション CALE フォーラム 交換留学決定者 25名

13 12月22日 12:15-12:45 海外進学セミナー 留セ206教室 全学の希望者 約10名 スピーカー：神谷哲央氏

14 １月13日 12:15-12:45 交換留学二次募集説
明会 留セ201教室 全学の希望者 ５名

15 １月13
-14日

両日11:00
-16:00 留学よろず相談 留セ１階ロビー 全学の希望者 約10名 学生有志団体「留学のとび

ら」主催

16 ３月18日 13:00-16:30 海外留学シンポジウム 文系総合館７階
カンファレンスホール

全学希望者
（外部含む） 約60名

スピーカー：神谷哲央氏，
大倉有麻氏，河野海斗氏
パネリスト：�渡辺芳人副学長

17 ３月19日 10:00-12:00 海外就職シンポジウム 文系総合館７階
カンファレンスホール

全学希望者
（外部含む） 約40名 スピーカー：鈴木義文氏

〈表２〉平成21年度　海外留学入門セミナー月別出席者数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

参加者数 23 25 17 ６ 休止 ９ ３ ７ ６ １ １ 98

〈表３〉平成21年度　海外留学個人相談月別利用件数

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

面談件数 32 24 18 34 52 20 30 18 10 13 19 270
＊メールによる相談は入らない
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〈表４〉全学間交流協定に基づく交換留学生
平成21年度派遣交換留学生 平成22年度派遣交換留学生

全体数 28名 22名
アメリカ ７名 10名
ニューヨーク大学 経済学部 ２年 男子

ノースカロライナ
州立大学

教育学部 ３年 男子 法学部 ２年 女子
文学部 ４年 女子
工学部 ４年 男子

イリノイ大学
工学研究科 Ｍ１ 男子 文学部 ２年 男子

文学部 ２年 女子

南イリノイ大学
国際言語文化研究科 Ｄ１ 女子 文学部 ４年 男子
教育学部 ３年 女子

シンシナティ大学
文学部 ２年 女子
農学部 ４年 女子

セント・オラフ大学 文学部 ２年 女子 文学部 １年 女子
ミネソタ大学 文学部 ２年 女子
カリフォルニア大学
ロサンゼルス校 工学部 ４年 男子

フランス ３名 ３名
ストラスブール
コンソーシアム 法学部 ２年 女子 国際言語文化研究科 Ｍ１ 女子

グルノーブル
コンソーシアム 文学部 ２年 男子 文学部 ２年 女子

リヨン第３大学 文学部 ２年 男子 文学部 ２年 女子
中国 ２名 ２名
復旦大学 国際言語文化研究科 Ｄ２ 女子
南京大学 教育学部 ４年 女子

北京大学
文学部 ２年 男子
経済学部 ３年 女子

韓国 ３名 ０名
慶煕大学校 理学部 ３年 男子

梨花女子大学校
経済学部 ２年 女子
法学部 ２年 女子

イギリス １名 ３名
ブリストル大学 国際言語文化研究科 Ｍ１ 女子
シェフィールド大学 工学部 ２年 男子 工学部 ２年 男子
ウォリック大学 ＊法学部 １年 男子 法学部 ２年 男子
オーストラリア ４名 ０名

アデレード大学
文学部 ３年 女子
国際言語文化研究科 Ｍ２ 女子

フリンダース大学
文学部 ２年 女子
文学部 ３年 女子

ドイツ ３名 １名

フライブルグ大学
国際言語文化研究科 Ｍ１ 女子 文学部 ２年 女子
国際言語文化研究科 Ｍ１ 女子

ケムニッツ工科大学 文学部 ２年 男子
デンマーク １名 １名
コペンハーゲン大学 教育学部 ２年 女子 理学部 ２年 男子
カナダ １名 １名
ヨーク大学 文学部＊＊ ２年 女子
トロント大学 国際開発研究科 Ｄ１ 女子
ブラジル ２名 １名

ブラジリア連邦大学
教育学部 ３年 女子
教育学部 ２年 女子

サンパウロ大学 国際開発研究科 Ｄ１ 女子
インドネシア １名 ０名
ガジャマダ大学 経済学部 ２年 女子

学年は応募時のもの
＊候補者として上がっていたがビザが降りず22年度留学予定
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〈表５〉平成21年度　派遣留学プログラム参加者

プログラム名 参加者 備　考

名古屋大学長期留学支援プログラム １名 合格したが，辞退

日仏共同博士課程 ０名

モナシュ大学春期研修 ６名

ノースカロライナ州立大学夏期英語研修 ２名

梨花女子大学 International Summer College １名

慶熙大学校 夏期短期プログラム １名

高麗大学 International Summer Campus １名
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2.p

hp
20

10
年

３
月

か
ら

の
渡

航
可

（
?）

５
ソ

ウ
ル

国
立

大
学

Se
ou

l N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

韓
国

ソ
ウ

ル
３

月
一

部
の

専
攻

に
お

い
て

韓
国

語
能

力
韓

国
語

及
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

oi
a.s

nu
.ac

.k
r/

Pr
og

ra
m

s/
In

co
m

in
g/

Ex
ch

an
ge

/E
xc

ha
ng

e/
in

de
x.

ht
m

l

６
慶

熙
大

学
校

K
yu

ng
 H

ee
 

U
ni

ve
rs

ity
韓

国
ソ

ウ
ル

，
水

原
３

月
，

９
月

韓
国

語
研

修
，

韓
国

語
及

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.k
hu

.ac
.k

r/
m

ai
n/

in
de

x.
ht

m
l

７
吉

林
大

学
Jil

in
 U

ni
ve

rs
ity

中
国

吉
林

３
月

，
９

月
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

oi
c.j

lu
.ed

u.
cn

/o
ic

/l
xj

d/
lx

jd
_r

xz
s.

ph
p

20
10

年
３

月
か

ら
の

渡
航

可

８
上

海
交

通
大

学
Sh

an
gh

ai
 J

ia
ot

on
g 

U
ni

ve
rs

ity
中

国
上

海
９

月
，

２
月

（
語

学
研

修
の

み
）

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.sj
tu

.ed
u.

cn
/e

ng
lis

h/
in

de
x/

in
de

x.
ht

m
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

（
語

学
研

修
の

み
）

９
南

京
大

学
N

an
jin

g 
U

ni
ve

rs
ity

中
国

南
京

２
月

，
９

月
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.n

ju
.ed

u.
cn

/c
ps

/s
ite

/N
JU

/
hw

xy
/C

hi
ne

se
V

er
sio

n/
ab

ro
ad

.h
tm

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可

10
復

旦
大

学
Fu

da
n 

U
ni

ve
rs

ity
中

国
上

海
２

月
，

９
月

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.fs
o.f

ud
an

.ed
u.

cn
/

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可

11
国

立
台

湾
大

学
N

at
io

na
l T

ai
w

an
 

U
ni

ve
rs

ity
台

湾
台

北
９

月
中

国
語

研
修

お
よ

び
中

国
語

・
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.oi
a.n

tu
.ed

u.
tw

/e
ng

lis
h.

as
p

12
シ

ド
ニ

ー
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Sy
dn

ey
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

シ
ド

ニ
ー

３
月

，
７

月
２

年
次

以
上

，
GP

A
 3

.0，
T

O
EF

L 
iB

T
 9

0（
W

rit
in

g 
21

），
又

は
 IE

LT
S 

6.5
（

各
科

目
6.0

）
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.u

sy
d.

ed
u.

au
/f

st
ud

en
t/

st
ud

ya
br

oa
d/

in
de

x.
sh

tm
l

事
前

語
学

研
修

可
能

，
20

10
年

３
月

か
ら

の
渡

航
可

13
ア

デ
レ

ー
ド

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
A

de
la

id
e

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
ア

デ
レ

ー
ド

２
月

，
７

月

２
年

次
以

上
，

GP
A

3.0
，

iB
T

 8
0（

W
rit

in
g･

Sp
ea

ki
ng

 
20

, R
ea

di
ng

･L
is

tn
in

g 
18

），
又

は
 I

E
LT

S 
6.

0
（

W
rit

in
g・

Sp
ea

ki
ng

 6
.0 

Re
ad

in
g・

Li
st

en
in

g 
5.5

）
（

法
学

専
攻

の
場

合
は

 IE
LT

S 
7.0

（
W

rit
in

g・
Sp

ea
ki

ng
 

7.0
 R

ea
di

ng
・

Li
st

en
in

g 
6.5

），
T

O
EF

L
も

上
記

よ
り

高
い

ス
コ

ア
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.in
te

rn
at

io
na

l.a
de

la
id

e.e
du

.
au

/s
tu

dy
/a

br
oa

d/

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
，

事
前

語
学

研
修

（
有

料
，

IE
LT

S 
4.5

以
上

で
受

講
可

）
あ

り
＊

１
学

期
も

し
く

は
２

学
期

間
滞

在
す

る
交

換
留

学
生

２
名

に
50

00
豪

ド
ル

奨
学

金
の

可
能

性
あ

り
。

都
市

工
学

関
連

分
野

専
攻

大
学

院
生

に
つ

い
て

は
奨

学
金

の
可

能
性

あ
り
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14
フ

リ
ン

ダ
ー

ス
大

学
Fl

in
de

rs
 

U
ni

ve
rs

ity
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

ア
デ

レ
ー

ド
２

月
，

７
月

学
部

生
T

O
EF

L 
iB

T
 8

0（
W

rit
in

g 
20

），
又

は
IE

LT
S 

6.0
 

（
w

rit
in

g・
sp

ea
ki

ng
 6

.0）
大

学
院

生
T

O
EF

L 
iB

T
 8

0（
W

rit
in

g 
20

）
又

は
，

IE
LT

S 
6.0

（
w

rit
in

g･
sp

ea
ki

ng
 6

.0）
学

科
・

専
攻

に
よ

り
上

記
よ

り
高

い
ス

コ
ア

。

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.fl
in

de
rs

.ed
u.

au
/i

nt
er

na
tio

na
l-

st
ud

en
ts

/s
tu

dy
-a

t-fl
in

de
rs

/s
tu

dy
-a

br
oa

d-
ex

ch
an

ge
/s

tu
de

nt
-e

xc
ha

ng
e.c

fm

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
（

?）
都

市
工

学
関

連
分

野
専

攻
大

学
院

生
に

つ
い

て
は

奨
学

金
の

可
能

性
あ

り

15
南

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

So
ut

h 
A

us
tr

al
ia

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
ア

デ
レ

ー
ド

２
月

，
７

月
T

O
EF

L 
iB

T
 7

9 
又

は
IE

LT
S 

6.0
（

学
科

・
選

考
に

よ
り

ス
コ

ア
が

異
な

る
可

能
性

あ
り

）
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.u

ni
sa

.ed
u.

au
/e

xc
ha

ng
e/

in
co

m
in

g/
de

fa
ul

t.a
sp

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
（

?）
都

市
工

学
関

連
分

野
専

攻
大

学
院

生
に

つ
い

て
は

奨
学

金
の

可
能

性
あ

り

16
モ

ナ
シ

ュ
大

学
M

on
as

h 
U

ni
ve

rs
ity

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
メ

ル
ボ

ル
ン

２
月

，
７

月

学
部

学
生（

２
年

次
以

上
）G

PA
3.0

以
上

，
T

O
EF

L 
iB

T
 

90
（

W
rit

in
g 

22
 そ

の
他

 2
0）

又
は

，
IE

LT
S 

6.5
（

各
科

目
6.0

）
大

学
院

生
 T

O
EF

L 
iB

T
 9

0（
W

rit
in

g 
22

 そ
の

他
 2

0）
，

又
は

，
IE

LT
S 

6.5
（

各
科

目
6.0

）
た

だ
し

，
法

学
／

経
営

・
経

済
／

看
護

専
攻

の
ス

コ
ア

は
異

な
る

。
詳

細
は

ht
tp

://
w

w
w

.m
on

as
h.

ed
u/

in
te

rn
at

io
na

l/
st

ud
ya

br
oa

d/
ap

pl
ic

at
io

ns
/e

ng
lis

h.
ht

m
l 参

照

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.m
on

as
h.

ed
u/

in
te

rn
at

io
na

l/
st

ud
ya

br
oa

d/
ex

ch
an

ge
.h

tm
l

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
（

?）

17
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

国
立

大
学

A
us

tr
al

ia
n 

N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
キ

ャ
ン

ベ
ラ

２
月

，
７

月

２
年

次
以

上
，

GP
A

 3
.0（

芸
術

系
学

部
は

作
品

を
提

出
）

（
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

希
望

者
は

３
年

次
以

上
）

T
O

EF
L 

iB
T

 9
0（

各
科

目
20

）
又

は
IE

LT
S 

6.5
（

各
科

目
6.0

）（
法

学
専

攻
の

場
合

は
T

O
EF

L 
iB

T
 1

00
（

各
科

目
22

））

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
in

fo
.an

u.
ed

u.
au

/s
tu

dy
at

/
In

te
rn

at
io

na
l_

O
ffi

ce
/e

xc
ha

ng
e/

in
co

m
in

ga
pp

lic
at

io
np

ro
ce

ss
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

18
イ

リ
ノ

イ
大

学
ア

ー
バ

ナ
・

シ
ャ

ン
ペ

ー
ン

校

U
ni

ve
sit

y 
of

 
Ill

in
oi

s 
at

 U
rb

an
a-

Ch
am

pa
ig

n
ア

メ
リ

カ
イ

リ
ノ

イ
州

８
月

，
１

月
GP

A
 2

.25
以

上
。

T
O

EF
L 

iB
T

 7
9，

又
は

，
IE

LT
S 

6.5
（

各
科

目
6.0

以
上

）た
だ

し
コ

ー
ス

に
よ

り
，

上
記

よ
り

高
い

ス
コ

ア
を

求
め

ら
れ

る
一

般
授

業
履

修

渡
航

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

，
生

活
な

ど
ht

tp
://

w
w

w
.ip

s.u
iu

c.e
du

/i
ss

s/
申

込
関

連
ht

tp
://

w
w

w
.oa

r.u
iu

c.e
du

/f
ut

ur
e/

ap
pl

y/

事
前

語
学

研
修

可
能

ht
tp

://
w

w
w

.ie
i.u

iu
c.e

du
/

19
シ

ン
シ

ナ
テ

ィ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Ci
nc

in
na

ti
ア

メ
リ

カ
オ

ハ
イ

オ
州

８
月

T
O

EF
L 

PB
T

 5
15

，
iB

T
 6

6，
又

は
IE

LT
S 

5.5
（

選
考

に
よ

り
異

な
る

の
で

詳
細

は
ht

tp
://

w
w

w
.ad

m
iss

io
ns

.
uc

.ed
u/

in
te

rn
at

io
na

l/
in

tl_
la

ng
ua

ge
.h

tm
lを

参
照

）
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.ad

m
iss

io
ns

.u
c.e

du
/

in
te

rn
at

io
na

l/

20
セ

ン
ト

・
オ

ラ
フ

大
学

St
. O

la
f C

ol
le

ge
ア

メ
リ

カ
ミ

ネ
ソ

タ
州

８
月

T
O

EF
L 

iB
T

 8
0，

又
は

IE
LT

S 
6.0

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.st
ol

af
.ed

u/
学

生
生

活
な

ど
：

ht
tp

://
w

w
w

.
st

ol
af

.ed
u/

st
ul

ife
/i

sa
/

21
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
大

学
N

ew
 Y

or
k 

U
ni

ve
rs

ity
ア

メ
リ

カ
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

９
月

T
O

EF
L 

iB
T

 1
00

，
IE

LT
S 

7.0
（

法
科

大
学

院
，

th
e  

D
ra

pe
ry

 I
nt

er
di

sc
ip

lin
ar

y 
M

A
 p

ro
gr

am
 i

n 
H

um
an

iti
es

 a
nd

 S
oc

ia
l T

ho
ug

ht
は

iB
T

 1
05

相
当

の
英

語
力

）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.n
yu

.ed
u/

有
料

語
学

研
修

受
講

可
能

。

22
ノ

ー
ス

カ
ロ

ラ
イ

ナ
州

立
大

学
N

or
th

 C
ar

ol
in

a 
St

at
e 

U
ni

ve
rs

ity
ア

メ
リ

カ
ノ

ー
ス

カ
ロ

ラ
イ

ナ
州

８
月

学
部

生
：

T
O

EF
L 

iB
T

 7
0，

又
は

IE
LT

S 
6.5

大
学

院
生

：
T

O
EF

L 
iB

T
 8

0
M

BA
：

T
O

EF
L 

iB
T

 1
00

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.n
cs

u.
ed

u/
st

ud
ya

br
oa

d/
in

tl/
in

de
x.

ht
m

l

語
学

力
が

基
準

値
に

達
し

な
い

生
徒

は
Pl

ac
em

en
t 

Ex
am

.の
結

果
次

第
で

追
加

語
学

研
修

の
必

要
あ

り
。＊

場
合

に
よ

り
１

学
期

間
の

Gr
ob

al 
T

ra
in

in
g 

In
iti

at
iv

e 
コ

ー
ス（

GT
I）

へ
の

参
加

も
可

能
。

た
だ

し
，G

T
I

参
加

こ
関

し
て

は
，

要
相

談
。

コ
ー

ス
の

詳
細

は
ht

tp
://

w
w

w
.

nc
su

.ed
u/

gt
i

23
南

イ
リ

ノ
イ

大
学

カ
ー

ボ
ン

デ
ー

ル
校

So
ut

he
rn

 Il
lin

oi
s 

U
ni

ve
rs

ity
 - 

Ca
rb

on
da

le
ア

メ
リ

カ
イ

リ
ノ

イ
州

８
月

学
部

生
：

T
O

EF
L 

iB
T

 6
8

大
学

院
生

：
GP

A
3.0

， 
T

O
EF

L 
iB

T
 8

0（
専

攻
に

よ
り

異
な

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.ip
s.s

iu
.ed

u/
IP

S/
PS

/
pr

os
pe

ct
1.h

tm
l

24
ミ

ネ
ソ

タ
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

M
in

ne
so

ta
, T

w
in

 
Ci

tie
s

ア
メ

リ
カ

ミ
ネ

ソ
タ

州
９

月
，

１
月

T
O

EF
L 

iB
T

 7
9，

又
は

， 
IE

LT
S 

6.5
，

M
EL

A
B 

80
（

専
攻

に
よ

り
異

な
る

）
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.is

ss
.u

m
n.

ed
u/

ex
ch

an
ge

/

交
換

留
学

生
は

主
に

学
部

レ
ベ

ル
対

象
任

意
の

有
料

英
語

研
修

あ
り

（
２

ヶ
月

前
ま

で
に

申
し

込
み

）
ht

tp
://

w
w

w
.cc

e.u
m

n.
ed

u/
es

l/
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25
ケ

ン
タ

ッ
キ

ー
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

K
en

tu
ck

y
ア

メ
リ

カ
レ

キ
シ

ン
ト

ン
８

月
T

O
EF

L 
iB

T
71

 P
BT

52
7 

IE
LT

S 
6.0

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
ky

.ed
u/

学
期

中
英

語
研

修
履

修
可

能
。

26
ブ

ラ
ジ

リ
ア

連
邦

大
学

U
ni

ve
rs

id
ad

e 
de

 
Br

as
ili

a
ブ

ラ
ジ

ル
ブ

ラ
ジ

リ
ア

３
月

基
礎

的
な

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

及
び

英
語

能
力

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

研
修

，
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.u

nb
.b

r/
po

rt
al

/

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

始
月

は
国

内
事

情
に

よ
り

変
更

す
る

こ
と

が
あ

る
。

開
始

が
４

月
（

平
成

23
年

度
）

と
な

る
場

合
，

JA
SS

O
奨

学
金

受
給

対
象

と
な

ら
な

い
の

で
注

意
。

27
ウ

ォ
リ

ッ
ク

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
W

ar
w

ic
k

イ
ギ

リ
ス

コ
ベ

ン
ト

リ
ー

10
月

T
O

EF
L 

 iB
T

 8
0～

10
5，

又
は

，
IE

T
LT

S 
6.5

～
7.5（

専
攻

に
よ

っ
て

異
な

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

2.w
ar

w
ic

k.
ac

.u
k/

se
rv

ic
es

/
in

te
rn

at
io

na
l/

pr
os

pe
ct

iv
e/

４
月

・
７

月
開

始
の

有
料

JY
A

（
学

部
３

年
次

以
上

），
７

月
・

８
月

開
始

の
短

期
語

学
研

修
あ

り
（

ht
tp

:/
/w

w
w

2.
w

ar
w

ic
k.

ac
.u

k/
se

rv
ic

es
/i

nt
er

na
tio

na
l/

ab
ro

ad
/j

ap
jy

a/

28
シ

ェ
フ

ィ
ー

ル
ド

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Sh

effi
el

d
イ

ギ
リ

ス
シ

ェ
フ

ィ
ー

ル
ド

９
月

２
年

次
以

上
，

GP
A

 3
.0，

T
O

EF
L 

PB
T

 5
50

 又
は

 
IE

LT
S 

6.0
（

受
入

れ
学

部
に

よ
っ

て
異

な
る

。
ス

コ
ア

が
達

し
て

い
な

い
場

合
に

つ
い

て
は

，
ht

tp
://

w
w

w
.sh

ef
.

ac
.u

k/
in

te
rn

at
io

na
l/

sa
/e

ng
lis

hr
eq

ui
re

m
en

ts
.h

tm
を

参
照

）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.sh
ef

.ac
.u

k/
in

te
rn

at
io

na
l/

sa
/

29
ブ

リ
ス

ト
ル

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Br

ist
ol

イ
ギ

リ
ス

ブ
リ

ス
ト

ル
９

月

２
年

次
以

上
，

GP
A

 3
.2（

科
学

・
工

学
系

学
部

は
3.5

） 
T

O
EF

L 
iB

T
 1

00
 又

は
IE

LT
S 

6.5
（

学
部

に
よ

っ
て

異
な

る
）

７
月

～
８

月
に

ST
A

BL
E

を
履

修
す

る
場

合
は

T
O

EF
L 

 iB
T

 7
1，

又
は

 IE
LT

S5
.0以

上
（

英
文

学
，

法
学

，
経

済
 T

O
EF

L 
iB

T
 7

9 
T

W
E 

3.5
以

上
又

は
，

IE
LT

S 
5.5

 W
rit

in
g 

5.0
以

上
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.b
ris

.ac
.u

k/
in

te
rn

at
io

na
l/

st
ud

ya
br

oa
d/

語
学

研
修

コ
ー

ス
ST

A
BL

E（
7-

8
月

）
有

料
（

英
語

レ
ベ

ル
に

よ
り

，
英

語
研

修
の

期
間

と
専

門
科

目
の

履
修

開
始

が
で

き
る

時
期

を
５

つ
の

オ
プ

シ
ョ

ン
か

ら
選

択
で

き
る

。）
（

ht
tp

://
w

w
w

.b
ri

s.a
c.u

k/
in

te
rn

at
io

na
l/

st
ud

ya
br

oa
d/

st
ab

el
.h

tm
l）

30
ケ

ム
ニ

ッ
ツ

工
科

大
学

T
ec

hn
isc

he
 

U
ni

ve
rs

itä
t 

ch
em

ni
tz

ド
イ

ツ
ケ

ム
ニ

ッ
ツ

９
月

中
級

以
上

の
ド

イ
ツ

語
能

力
（

事
前

に
60

0時
間

以
上

の
ド

イ
ツ

語
学

習
が

必
要

）
ド

イ
ツ

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.tu

-c
he

m
ni

tz
.d

e/
in

te
rn

at
io

na
l/

na
ch

-c
he

m
ni

tz
/i

nd
ex

.p
hp

有
料

の
ド

イ
ツ

語
コ

ー
ス

あ
り

（
ht

tp
://

w
w

w
.tu

-c
he

m
ni

tz
.d

e/
sp

ra
ch

en
ze

nt
ru

m
/k

ur
se

/d
af

/
ku

rs
an

ge
bo

t.p
hp

）

31
ブ

ラ
ウ

ン
シ

ュ
バ

イ
ク

工
科

大
学

T
ec

hn
isc

he
 

U
ni

ve
rs

itä
t C

ar
ol

o-
W

ilh
el

m
in

a 
zu

 
Br

au
ns

ch
w

ei
g

ド
イ

ツ
ブ

ラ
ウ

ン
シ

ュ
バ

イ
ク

10
月

２
年

次
以

上（
多

く
は

３
年

次
以

上
），

中
級

以
上

の
ド

イ
ツ

語
能

力
，

英
語

能
力

ド
イ

ツ
語

お
よ

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.tu
-b

ra
un

sc
hw

ei
g.

de
/

in
te

rn
at

io
na

l/
ex

ch
an

ge
ド

イ
ツ

語
補

習
あ

り
ht

tp
://

w
w

w
.sz

.tu
-b

s.d
e/

en
/

32
フ

ラ
イ

ブ
ル

ク
大

学
A

lb
er

t-L
ud

w
ig

s-
U

ni
ve

rs
ita

t 
Fr

ei
bu

rg
ド

イ
ツ

フ
ラ

イ
ブ

ル
グ

10
月

中
級

以
上

の
ド

イ
ツ

語
能

力
，

英
語

能
力

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.io
.u

ni
-fr

ei
bu

rg
.d

e/

事
前

有
料

ド
イ

ツ
語

コ
ー

ス
（

８
月

，
９

月
）

あ
り

。
U

R
L

：
ht

tp
:/

/w
w

w
.s

li.
un

i-
fr

ei
bu

rg
.d

e/
in

de
x_

ht
m

l-e
n/

vi
ew

?s
et

_l
an

gu
ag

e=
en

現
地

奨
学

金
へ

の
応

募
可

。
ht

tp
:/

/w
w

w
.s

tu
di

um
.u

ni
-

fr
ei

bu
rg

.d
e/

en
/i

nt
er

na
tio

na
l/

in
co

m
in

g/
do

w
nl

oa
d/

bw
-s

tip
-

au
ss

ch
re

ib
un

g.
en

33
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

工
科

大
学

T
ec

hn
isc

he
n 

U
ni

ve
rs

ita
t 

M
uc

he
n

ド
イ

ツ
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

９
月

中
級

以
上

の
ド

イ
ツ

語
能

力
（

ex
. T

es
t 

D
aF

全
科

目
４

以
上

），
英

語
能

力
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

po
rt

al
.m

yt
um

.d
e/

in
te

rn
at

io
na

l/
in

de
x_

ht
m

l
事

前
（

７
月

末
～

）
･

追
加

ド
イ

ツ
語

研
修

可
（

有
料

）
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34

グ
ル

ノ
ー

ブ
ル

大
学

群
Gr

en
ob

le
 

U
ni

ve
rs

ite
s

フ
ラ

ン
ス

グ
ル

ノ
ー

ブ
ル

９
月

３
年

以
上

の
学

部
生

，
フ

ラ
ン

ス
語

中
級

以
上

フ
ラ

ン
ス

語
研

修
お

よ
び

フ
ラ

ン
ス

語
に

よ
る

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.g
re

no
bl

e-
un

iv
er

sit
es

.
fr

/1
20

76
64

89
26

79
/0

/fi
ch

e_
__

ar
tic

le
/&

RH
=

事
前

有
料

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ー
ス（

９
月

）
あ

り
，

学
期

中
は

無
料

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ー
ス

あ
り

，
複

数
大

学
の

授
業

履
修

も
可

能
ジ

ョ
セ

フ
・

フ
リ

エ
大

学（
グ

ル
ノ

ー
ブ

ル
第

一
大

学
）：

科
学

，
技

術
，

医
学

U
ni

ve
rs

ité
 J

os
ep

h 
Fo

ur
ie

r
ht

tp
://

w
w

w
.u

jf-
gr

en
ob

le
.fr

/7
63

73
82

5/
0/

fic
he

__
_p

ag
el

ib
re

/

夜
間

有
料

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ー
ス

も
有

。
CU

EF
（

ht
tp

://
w

3.u
-g

re
no

bl
e3

.
fr

/c
ue

f/
ac

cu
ei

l.p
hp

3）

ピ
エ

ー
ル

・
マ

ン
デ

ス
＝

フ
ラ

ン
ス

大
学

（
グ

ル
ノ

ー
ブ

ル
第

二
大

学
）：

社
会

科
学

U
ni

ve
rs

ité
 P

ie
rr

e 
M

en
de

s
ht

tp
://

w
w

w
.u

pm
f-g

re
no

bl
e.

fr
/9

00
23

19
0/

0/
fic

he
__

_p
ag

el
ib

re
/

ス
タ

ン
ダ

ー
ル

大
学

（
グ

ル
ノ

ー
ブ

ル
第

三
大

学
）：

文
学

・
言

語
学

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

U
ni

ve
rs

ité
 

St
en

dh
al

ht
tp

://
w

w
w

.u
-g

re
no

bl
e3

.fr
/8

76
59

27
0/

0/
fic

he
__

_p
ag

el
ib

re
/

グ
ル

ノ
ー

ブ
ル

理
工

科
大

学（
グ

ル
ノ

ー
ブ

ル
第

四
大

学
）

In
st

itu
t N

at
io

na
l 

Po
ly

te
ch

ni
qu

e 
de

 
Gr

en
ob

le

ht
tp

://
w

w
w

.g
re

no
bl

e-
in

p.
fr

/1
12

14
36

62
22

51
/0

/fi
ch

e_
__

ar
tic

le
/

現
地

ア
リ

ア
ン

ス
フ

ラ
ン

セ
ー

ズ
に

よ
る

無
料

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ー
ス

履
修

可
能

 h
tt

p:
//

w
w

w
.g

re
no

bl
e-

in
p.

fr
/1

17
56

87
91

26
03

/0
/f

ic
he

__
_

ar
tic

le
/

35

ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
大

学
U

ni
ve

rs
ite

 d
e 

St
ra

sb
ou

rg

フ
ラ

ン
ス

ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
９

月
３

年
次

以
上

の
学

部
生

，
フ

ラ
ン

ス
語

中
級

以
上

フ
ラ

ン
ス

語
研

修
お

よ
び

フ
ラ

ン
ス

語
に

よ
る

授
業

履
修

ル
イ

・
パ

ス
ト

ゥ
ー

ル
大

学
（

ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
第

一
大

学
）：

科
学

，
医

学

U
ni

ve
rs

ité
 L

ou
is 

Pa
st

eu
r

ht
tp

://
w

w
w

-u
lp

.u
-st

ra
sb

g.
fr

/

マ
ル

ク
・

ブ
ロ

ッ
ク

大
学（

ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
第

二
大

学
）：

文
学

・
言

語
学

 U
ni

ve
rs

ité
 M

ar
c 

Bl
oc

h
ht

tp
://

w
w

w
-u

m
b.

u-
st

ra
sb

g.
fr

/

ロ
ベ

ー
ル

・
シ

ュ
ー

マ
ン

大
学

（
ス

ト
ラ

ス
ブ

ー
ル

第
三

大
学

）：
法

学
，

経
営

学

U
ni

ve
rs

ité
 R

ob
er

t 
Sh

um
an

ht
tp

://
w

w
w

-u
rs

.u
-st

ra
sb

g.
fr

/

36
リ

ヨ
ン

第
３

大
学

U
ni

ve
rs

ité
 J

ea
n-

M
ou

lin
 L

yo
n 

3
フ

ラ
ン

ス
リ

ヨ
ン

９
月

フ
ラ

ン
ス

語
中

級
以

上
ま

た
は

T
O

EF
L 

iB
T

 7
3点

相
当

の
英

語
力

フ
ラ

ン
ス

語
研

修
，

英
語

お
よ

び
フ

ラ
ン

ス
語

に
よ

る
授

業
履

修

ht
tp

://
w

w
w

.u
ni

v-
ly

on
3.f

r/
58

31
61

33
/0

/
fic

he
__

_p
ag

el
ib

re
/&

RH
=I

N
S-

IN
T

E&
RF

=I
N

S-
IN

T
Ev

en
-p

ar
t

T
O

EI
C（

75
0以

上
）

も
可

37
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Co

pe
nh

ag
en

デ
ン

マ
ー

ク
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

９
月

，
２

月
３

年
次

以
上

の
学

部
生

，T
O

EF
L 

iB
T

 8
0又

は
  I

EL
T

S  
6.0

一
般

授
業

履
修

（
英

語
お

よ
び

デ
ン

マ
ー

ク
語

）
ht

tp
://

w
w

w
.k

u.
dk

/i
nt

er
na

tio
na

l/
en

gl
ish

/
事

前
（

3週
間

）・
学

期
中

デ
ン

マ
ー

ク
語

研
修

あ
り

38
ヨ

ー
ク

大
学

Y
or

k 
U

ni
ve

rs
ity

カ
ナ

ダ
ト

ロ
ン

ト
９

月
，

１
月

２
年

次
以

上
，

GP
A

 2
.0（

学
部

に
よ

っ
て

異
な

る
），

学
部

生
：

T
O

EF
L 

iB
T

 8
3～

10
3（

学
科

に
よ

り
異

な
る

）
大

学
院

生
：

T
O

EF
L 

iB
T

 1
00

以
上

（
専

攻
に

よ
り

異
な

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
in

te
rn

at
io

na
l.y

or
ku

.ca
/e

xc
ha

ng
e/

in
co

m
in

g/
in

co
m

in
g.

ht
m

39
ト

ロ
ン

ト
大

学
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

T
or

on
to

カ
ナ

ダ
ト

ロ
ン

ト
５

月
，９

月
，

１
月

T
O

EF
L 

iB
T

 1
00

，
W

rit
in

g 
22

（
専

攻
に

よ
っ

て
異

な
る

。
裁

量
ス

コ
ア

と
し

て
，

学
部

生
で

T
O

EF
L 

iB
T

 8
9-

99
 

W
rit

in
g 

19
-2

1，
大

学
院

生
で

T
O

EF
L 

iB
T

 9
3-

99
, 

W
rit

in
g 

22
の

裁
量

ス
コ

ア
が

設
け

ら
れ

て
い

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
to

ro
nt

o.c
a/

st
ud

en
t.

ex
ch

an
ge

/u
tp

ro
fil

e/
in

de
x.

ht
m

l
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リ
ス
ト
B
：

以
下

の
協

定
校

に
留

学
し

た
い

場
合

は
，

必
ず

学
内

応
募

書
類

提
出

前
に

海
外

留
学

室
ま

で
申

し
出

て
く

だ
さ

い
。

大
学

名
国

　
名

所
在

地
留

学
開

始
時

期
応

募
条

件
履

修
形

態
大

学
／

プ
ロ

グ
ラ

ム
情

報
等

備
　

考

１
カ

セ
サ

ー
ト

大
学

K
as

et
sa

rt
 

U
ni

ve
rs

ity
タ

イ
バ

ン
コ

ク
６

月
英

語
ま

た
は

タ
イ

語
タ

イ
語

･英
語

研
修

及
び

タ
イ

語
ま

た
は

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.k

u.
ac

.th
/

交
換

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
情

報
 h

tt
p:

//
w

w
w

.in
te

rp
ro

gr
am

.k
u.

ac
.th

/
K

U
SE

P/
in

de
x.

ht
m

l#
se

c0
3

学
部

ご
と

の
情

報
，

要
件

な
ど

 
ht

tp
://

w
w

w
.k

u.
ac

.th
/e

ng
20

08
/

in
te

r/
in

de
x.

ht
m

l

２
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン

大
学

Ch
ul

al
on

gk
or

n 
U

ni
ve

rs
ity

タ
イ

バ
ン

コ
ク

６
月

（
留

学
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

８
月

）

T
O

EF
L 

iB
T

 7
9-

80
以

上
（

学
科

・
専

攻
に

よ
る

）
ま

た
は

タ
イ

語
能

力

タ
イ

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ま
た

は
英

語
に

よ
る

留
学

生
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.in
te

r.c
hu

la
.ac

.th
/i

nt
er

/
ex

ch
an

ge
st

ud
en

t/
Ex

ch
an

ge
A

ll.h
tm

追
加

タ
イ

語
・

英
語

研
修

可
（

有
料

）

３
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

U
ni

ve
rs

ita
s 

Ga
dj

ah
 

M
ad

a
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ジ

ョ
グ

ジ
ャ

カ
ル

タ
８

月
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

及
び

英
語

ht
tp

://
oi

a.u
gm

.ac
.id

/i
nd

ex
.

ph
p?

ac
t=

ge
ne

ra
l/

ho
m

e.m
ai

n

４
ス

ラ
バ

ヤ
国

立
大

学
U

ni
ve

rs
ita

s 
N

eg
er

i 
Su

ra
ba

ya
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ス

ラ
バ

ヤ
８

月
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

及
び

英
語

一
般

授
業

履
修

等
ht

tp
://

w
w

w
.u

ne
sa

.ac
.id

/

５
慶

尚
大

学
校

Gy
eo

ng
sa

ng
 

N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

韓
国

慶
尚

南
道

・
晋

州
市

３
月

，
９

月
GP

A
 3

.0以
韓

国
語

研
修

，
韓

国
語

お
よ

び
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
no

ng
ae

.g
sn

u.
ac

.k
r/

~g
yo

m
u/

ko
ok

je
_e

ng
/i

nd
ex

.h
tm

l
場

合
に

よ
っ

て
は

20
10

年
３

月
か

ら
の

渡
航

可

６
延

世
大

学
校

Y
on

se
i U

ni
ve

rs
ity

韓
国

GP
A

2.5
以

上
，

韓
国

語
に

よ
る

授
業

履
修

の
場

合
，

K
LP

T
 

lev
el 

4 
相

当
の

能
力

を
有

す
る

こ
と

，
英

語
に

よ
る

授
業

履
修

の
場

合
，英

語
能

力
T

O
EF

L 
iB

T
 7

9も
し

く
は

IE
LT

S 
6 

以
上

（
学

内
応

募
時

に
２

年
次

以
上

で
あ

る
こ

と
）

韓
国

語
お

よ
び

英
語

に
よ

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.y

on
se

i.a
c.k

r/
en

g/
韓

国
語

授
業

有
り

７
東

北
大

学
N

or
th

ea
st

er
n 

U
ni

ve
rs

ity
中

国
瀋

陽
８

月
，

２
月

一
般

授
業

履
修

の
場

合
　

H
SK

レ
ベ

ル
６

以
上

？
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.n

eu
.ed

u.
cn

/
場

合
に

よ
っ

て
は

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可

８
浙

江
大

学
Zh

ej
ia

ng
 

U
ni

ve
rs

ity
中

国
杭

州
９

月
，

２
月

３
年

次
以

上
中

国
語

研
修

ま
た

は
中

国
語

・
英

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.zj
u.

ed
u.

cn
/e

ng
lis

h/
ad

m
iss

io
ns

/o
ve

rs
ea

/i
nd

ex
.h

tm
事

前
中

国
語

研
修

あ
り

，
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

９
同

済
大

学
T

on
gj

i U
ni

ve
rs

ity
中

国
上

海
８

月
，

２
月

一
般

授
業

履
修

の
場

合
３

年
次

以
上

？
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.to

ng
ji.e

du
.cn

/~
ist

ju
/

場
合

に
よ

っ
て

は
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

10
華

中
科

技
大

学

H
ua

zh
on

g 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f 

Sc
ie

nc
e 

an
d 

te
ch

no
lo

gy

中
国

武
漢

９
月

，
２

月
一

般
授

業
履

修
の

場
合

３
年

次
以

上
？

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.h
us

t.e
du

.cn
/e

ng
lis

h/
in

de
x.

ht
m

l
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

11
西

安
交

通
大

学
X

ia
n 

Jia
ot

on
g 

U
ni

ve
rs

ity
中

国
西

安
８

月
，

２
月

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.x
jtu

.ed
u.

cn
/

場
合

に
よ

っ
て

は
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

12
清

華
大

学
T

sin
gh

ua
 

U
ni

ve
rs

ity
中

国
北

京
８

月
，

２
月

２
年

次
以

上
中

国
語

研
修

ま
た

は
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.ts

in
gh

ua
.ed

u.
cn

/d
oc

sn
/w

b/
lx

s/
el

xs
.h

tm
場

合
に

よ
っ

て
は

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可

13
北

京
大

学
Be

iji
ng

 U
ni

ve
rs

ity
中

国
北

京
８

月
，

２
月

45
歳

以
下

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.oi
r.p

ku
.ed

u.
cn

/n
ew

oi
r/

st
ud

en
ta

b/
st

ud
en

ta
b.

as
p

場
合

に
よ

っ
て

は
20

10
年

２
月

か
ら

の
渡

航
可

14
哈

爾
濱

工
業

大
学

H
ar

bi
n 

In
st

itu
te

 o
f 

T
ec

hn
ol

og
y

中
国

ハ
ル

ビ
ン

市
９

月
，

２
月

学
部

生
：

35
歳

以
下

大
学

院
生

：
45

歳
以

下
　

H
SK

レ
ベ

ル
６

以
上

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.h
it.

ed
u.

cn
/

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
。

15
中

国
科

学
技

術
大

学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Sc

ie
nc

e 
an

d 
T

ec
hn

ol
og

y 
of

 
Ch

in
a

中
国

安
徽

省
合

肥
市

９
月

，
３

月
45

歳
以

下
（

中
国

語
研

修
の

場
合

は
60

歳
以

下
）

中
国

語
研

修
ま

た
は

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
st

c.e
du

.cn
/e

n/
20

10
年

３
月

か
ら

の
渡

航
可

16
ラ

オ
ス

国
立

大
学

N
at

io
na

l 
U

ni
ve

rs
ity

 o
f L

ao
s

ラ
オ

ス
ヴ

ィ
エ

ン
チ

ャ
ン

市
一

般
授

業
履

修
等

ht
tp

://
w

w
w

.n
uo

l.e
du

.la
/n

uo
lst

ar
t.

jsp
?id

=1
&

lc
=e

n

17
ポ

ン
ゼ

シ
ョ

セ
工

科
大

学

Ec
ol

e 
N

at
io

na
le

 
de

s 
Po

nt
s 

et
 

Ch
au

ss
ee

s
フ

ラ
ン

ス
パ

リ
８

月
大

学
院

生
レ

ベ
ル

相
当

，
フ

ラ
ン

ス
語

能
力

，
英

語
能

力
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.en

pc
.fr

/
事

前
フ

ラ
ン

ス
語

研
修

有

18
パ

リ
第

７
－

ド
ニ

ー
デ

ィ
ド

ロ
ー

大
学

U
ni

ve
rs

ite
 P

ar
is 

7-
 

D
en

is 
D

id
er

ot
フ

ラ
ン

ス
パ

リ
９

月
，

２
月

フ
ラ

ン
ス

語
能

力
（

D
A

LF
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
ni

v-
pa

ris
-d

id
er

ot
.fr

/
事

前
フ

ラ
ン

ス
語

研
修

（
無

料
）

あ
り

（
６

月
末

ま
で

に
登

録
），

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可
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19
パ

リ
東

大
学

U
ni

ve
rs

ité
 P

ar
is-

Es
t

フ
ラ

ン
ス

ht
tp

://
w

w
w

.u
ni

v-
pa

ris
-e

st
.fr

/f
r/

大
学

院
生

の
み

？
　

詳
細

な
し

20
タ

シ
ケ

ン
ト

国
立

法
科

大
学

T
as

hk
en

t S
ta

te
 

In
st

itu
te

 o
f L

aw
ウ

ズ
ベ

キ
ス

タ
ン

タ
シ

ケ
ン

ト
９

月
ht

tp
://

w
w

w
.ce

eb
d.

co
.u

k/
ce

ee
d/

un
/u

z/
uz

00
5.h

tm
ウ

ズ
ベ

キ
ス

タ
ン

政
府

指
定

の
語

学
試

験
を

事
前

に
受

験
す

る
こ

と

21
モ

ン
ゴ

ル
国

立
大

学
N

at
io

na
l 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
M

on
go

lia
モ

ン
ゴ

ル
ウ

ラ
ン

バ
ー

ト
ル

９
月

モ
ン

ゴ
ル

語
研

修
お

よ
び

一
般

授
業

（
モ

ン
ゴ

ル
語

）
履

修
ht

tp
://

w
eb

.n
um

.ed
u.

m
n/

D
ef

au
lt.

as
px

?a
lia

s=
w

eb
.n

um
.ed

u.
m

n/
en

g

22
国

立
政

治
大

学
N

at
io

na
l C

he
ng

ch
i 

U
ni

ve
rs

ity
台

湾
台

北
８

月
，

２
月

中
国

語
に

よ
る

一
般

授
業

履
修

（
大

学
院

生
対

象
の

英
語

に
よ

る
授

業
あ

り
）

ht
tp

://
20

07
.n

cc
u.

ed
u.

tw
/e

ng
lis

h/
場

合
に

よ
っ

て
は

20
10

年
２

月
か

ら
の

渡
航

可

23
国

立
清

華
大

学
N

at
io

na
l T

sin
g 

H
ua

 U
ni

ve
rs

ity
台

湾
新

竹
９

月
，

２
月

中
国

語
に

よ
る

一
般

授
業

も
し

く
は

英
語

に
よ

る
授

業
履

修
ht

tp
://

oi
a.n

th
u.

ed
u.

tw
/i

nd
ex

.
ph

p?
la

ng
=e

n#

24
シ

カ
ゴ

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Ch

ic
ag

o
ア

メ
リ

カ
シ

カ
ゴ

９
月

？
T

O
EF

L 
iB

T
 1

04
（

各
科

目
26

），
PB

T
 6

00
（

各
ス

コ
ア

60
）

＊
た

だ
し

専
攻

に
よ

っ
て

異
な

る
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.u

ch
ic

ag
o.e

du
/

25
イ

ン
ド

科
学

大
学

大
学

院
In

di
an

 In
st

itu
te

 o
f 

Sc
ie

nc
e

イ
ン

ド
バ

ン
ガ

ロ
ー

ル
英

語
能

力
ht

tp
://

w
w

w
.iis

c.e
rn

et
.in

/

26
タ

タ
基

礎
科

学
研

究
所

T
at

a 
In

sit
ut

e 
of

 
Fu

nd
am

en
ta

l 
Re

se
ar

ch
イ

ン
ド

ム
ン

バ
イ

研
究

，
活

動
が

行
え

る
だ

け
の

十
分

な
英

語
力

ht
tp

://
un

iv
.ti

fr
.re

s.i
n/

in
de

x.
ht

m
理

系
分

野
の

大
学

院
生

が
対

象
？

27
チ

ュ
ラ

ポ
ー

ン
研

究
所

・
チ

ュ
ラ

ポ
ー

ン
 

大
学

院
大

学

Ch
ur

ab
ho

rn
 

Re
se

ar
ch

 In
st

itu
te

タ
イ

バ
ン

コ
ク

ht
tp

://
w

w
w

.cr
i.o

r.t
h/

en
/i

nd
ex

.p
hp

28
バ

ン
ド

ン
工

科
大

学
In

st
itu

t T
ek

no
lo

gi
 

Ba
nd

un
g

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

バ
ン

ド
ン

８
月

？
ht

tp
://

w
w

w
.it

b.
ac

.id
/e

n/

29
カ

タ
ー

ニ
ア

大
学

U
ni

ve
rs

ita
 d

i 
Ca

ta
ni

a
イ

タ
リ

ア
シ

チ
リ

ア
島

カ
タ

ー
ニ

ア
８

月
，

１
月

CI
LS

レ
ベ

ル
２

相
当

の
イ

タ
リ

ア
語

力
イ

タ
リ

ア
語

研
修

お
よ

び
一

般
授

業
履

修
？

ht
tp

://
w

w
w

.u
ni

ct
.it

/P
ag

in
a/

Po
rt

al
e/

Re
la

zi
on

i_
In

te
rn

az
io

na
li_

1.a
sp

x

30
ロ

ン
ド

ン
大

学
SO

A
S

U
ni

ve
rs

ity
 o

f 
Lo

nd
on

 S
O

A
S

イ
ギ

リ
ス

ロ
ン

ド
ン

９
月

GP
A

 3
.0 

以
上

（
？

）
3.5

/4
.0，

IE
LT

S7
.0，

T
O

EF
L 

iB
T

 1
00

（
各

ス
コ

ア
25

）
一

般
授

業
履

修
ht

tp
://

w
w

w
.so

as
.ac

.u
k/

ad
m

iss
io

ns
/

in
te

rn
at

io
na

l/
ex

ch
an

ge
/i

se
/i

nt
er

na
tio

na
l-

st
ud

en
t-e

xc
ha

ng
e-

ja
pa

n-
an

d-
ko

re
a.h

tm
l

大
学

院
生

で
特

定
の

指
導

教
員

か
ら

の
指

導
が

必
要

な
場

合
は

，
事

前
連

絡
す

べ
き

。
有

料
英

語
研

修
有

。

31
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス

校
U

CL
A

ア
メ

リ
カ

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス

９
月

，１
月

，
３

月
学

部
：

T
O

EF
L 

iB
T

 8
3以

上
大

学
院

：
T

O
EF

L 
iB

T
 8

7以
上

（
専

攻
に

よ
り

異
な

る
）

一
般

授
業

履
修

ht
tp

://
w

w
w

.u
cl

a.e
du

/

授
業
料
が
有
料
と
な
る
大
学
等

１
プ

ネ
ー

大
学

U
ni

ve
rs

ity
 o

f P
un

e
イ

ン
ド

マ
ハ

ラ
シ

ュ
ト

ラ
州

・
プ

ネ
ー

７
月

英
語

能
力

を
有

す
る

者
（

現
地

で
の

能
力

テ
ス

ト
で

要
件

を
満

た
さ

な
い

場
合

有
料

英
語

コ
ー

ス
履

修
が

義
務

）
ht

tp
://

w
w

w
.u
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